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発表要旨：

Du natif au non natif en phonologie de corpus : le projet IPFC (Interphonologie du français contemporain)
Sylvain DETEY （早稲田大学）

Depuis la constitution du Français Fondamental dans les années 1950, on peut dire que la linguistique de corpus en 
France a réalisé de grands progrès dans le domaine de l’oral, en particulier durant ces deux dernières décennies. Des 
consortia linguistiques y sont aujourd’hui dédiés (IRCOM), pilotés par les deux grandes fédérations de linguistique 
française (ILF et TUL), tandis que, dans le domaine public, la valorisation de ces travaux a déjà été mise en place par la 
Délégation Générale à la Langue Française et aux Langues de France (DGLFLF, voir le site « corpus de la parole »). Si 
l’exploration du français parlé a, sur les plans morphosyntaxique et discursif, longtemps reposé sur les travaux pionniers 
de Claire Blanche-Benveniste et de ses collaborateurs, sur le plan phonologique c’est aujourd’hui le projet international 
Phonologie du Français Contemporain (PFC) qui fait figure d’autorité dans le domaine (Durand et al., 2009). Grâce à 
la multiplication des collaborations avec sociolinguistes, syntacticiens, psycholinguistes et spécialistes du traitement 
automatique des langues, le corpus PFC, du haut de ses 14 ans d’existence, a vu son exploitation s’étendre bien au-delà 
de la phonologie (Detey et al., 2010). Parmi ses extensions les plus récentes figure un volet dédié aux locuteurs non 
natifs du français, le projet Interphonologie du Français Contemporain (IPFC) (Detey & Kawaguchi, 2008 ; Racine et  
al., 2012 ; Detey & Racine, à paraître). C’est ce volet, que nous présenterons plus en détail lors de cette communication, 
en insistant sur certaines questions méthodologiques issues de la transposition du protocole du locuteur natif au non 
natif. Nous conclurons en replaçant les enjeux de ce projet dans la dynamique plus générale de l’usage actuel des corpus 
en L2 tant en linguistique générale (modélisation des systèmes interphonologiques) qu’en linguistique appliquée (en 
didactique et en TAL).
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日本語話者によるフランス語後舌狭母音/u/の習得：学習者コーパスPhodifleの利用例

神山剛樹（パリ第8大学）

フランス語を習得対象言語とした学習者コーパスとしては、Detey氏の発表で紹介されるIPFC（現代フラ

ンス語の中間言語音韻）プロジェクトのものがあげられる。このコーパスで録音されている最小の言語単位

は単語（リスト）である。学習者が実際に発話しうる最小単位はmot phonétiqueであり（Wioland, 

2005）、そのレベルでの発話を分析することも当然有用である。しかしその一方、第二言語の音声・音韻習

得を研究する上で、単独母音、そして様々な子音、韻律環境で母音がどのように実現されるかといった基礎

的なデータを把握することも、実際の発音上の困難を特定する上で重要なこととなる。学習者コーパス

Phodifle（Landron et al., sous presse）は、この点に着目し、読み上げ文や自由発話の他、キャリア文

に埋め込まれた単独母音、C1V1C1V1C1V1C1の構造を持つ無意味語（たとえば/papapap/）を配し、多数の仏語母

語話者（Georgeron et al., 2012の時点で40名の女性話者）と複数の異なる言語（日本語、台湾華語／台

湾語、チェコ語、ボスニア語、イングランド英語等）を母語あるいは第一言語とする学習者群の発話を比較

対照することを目的とするものである。このコーパスは、IPFCのようなコーパスと相補的な役割を果たす

ことになるものと期待される。

本発表では、日本語母語話者のデータのうち、関西方言話者と、主に東京方言話者を比較し、日本語母語

話者にとって大きな困難点となる後舌狭母音/u/の習得のケースをとりあげる。東京方言話者の発するフラ

ンス語の/u/は、東京方言の母音「ウ」/u/のように第二フォルマント値が高く（1000Hz以上）、フランス

語母語話者にとっては/ø/と認識される傾向にある（Kamiyama & Vaissière, 2009）。一方、関西方言の

「ウ」/u/は、一般に円唇母音であるとされ、第二フォルマント値も東京方言より低い（杉藤1995によれば

1000Hzを若干下回る）。関西方言話者の学習者のデータを分析したところ、確かに関西の「ウ」/u/に近い

と思われる、第二フォルマント値が1000Hz前後の母音を仏語の/u/として発音した学習者がいた。しかし、

仏語母語話者のデータと比較すると、第一、第二フォルマント間の距離が大きく、/u/と/ø/が区別されてい

ない（/ø/も同様に発音されていた）という点が異なっていた。このことから、関西方言話者にとって、音

声レベルでは、東京方言話者よりも仏語の/u/が習得しやすいといえるが、音韻レベルでは東京方言話者と

同様の困難が認められるといえる（Kamiyama, 2012）。
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第二言語としての英語音声コーパスの構築と音声発話の分析

近藤真理子（早稲田大学）

　昨今のいわゆるグローバリズムの動きのなかで、好むと好まざるとにかかわらず、共通語、通商語とし

ての英語の地位が確立しつつある(Kachru , 1985; Crystal, 2003) 。また第二言語としての英語話者の存

在が無視できない程の数となり、第二言語としての英語の習得研究のみならず、World Englishes の観点か

ら第二言語としての英語そのものが、研究対象言語として、第一言語としての英語の研究に匹敵するかむし

ろそれ以上の重要性を持つようになってきた(Jilka, 2007; Kirkpatrick, 2007)。特に、世界最大の英語話

者人口を抱えるアジア圏で話されている英語の言語的特徴を知ることの必要性、重要性は、言語学、音声学、

言語教育、音声工学等の言語コミュニケーションにかかわる分野において、日々高まっている。この流れを

受けて、アジア言語話者の英語音声発話コーパスを構築するプロジェクト（AESOP：Asian English Speech 

cOrpus Project）が早稲田大学を中心に2008年に立ち上げられ、アジア各国の研究機関との共同プロジェ



クトとして進行している(Meng et al., 2009; Visceglia et al., 2009; Kondo 2012)。
本発表では、AESOPプロジェクトの概要と、音声データ収集プラットフォームと現在試験的に行われてい

る TIMITを基に HTKモジュールを使った分析方法 (Tsubaki & Kondo, 2011)を紹介し、これまでのデータ分

析の途中経過から明らかになった、日本語話者の英語発話の特徴について、音素と韻律の両面から、

/l/-/r/, /b/-/v/, /s/-/θ/ など初級話者を中心にみられ英語レベルが上がるにつれ改善されるものと、母音の弱化、

母音音素の区別、子音連結における母音の挿入に伴う音節構造の変化など、英語のレベルに関係なく上級話

者でも見受けられるものに分けて検討したい。また、英語発話にみられる日本語話者の音声特性とフランス

語発話における日本語の影響の共通点及び違いについて、フランス語がご専門の皆さんと討議をすることに

より、日本語音声の特性を考えたい。
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